






 【要約】   先天性甲状腺機能低下症(CH)スクリーニングの正確度テストでは、妥当なカ

ットオフ値は 1OμU/ml と設定されている。この値はかなり低値なため、現在の外部標準

検体を用いた精度管理では、見逃しの起こる可能性もある。しかし原田らにより、初めは

TSH 低値であるが経過観察中に著しい異常値を示す例が少なくないことが報告されている。

また、現在のカットオフ値では、再採血率が高くなると言う意見がある。そこでこの問題

に関して 12施設にアンケートを送り調査を行った。


